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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字入力を行うための操作部と、
　文字入力画面を複数含む文字入力アプリケーションを表示する表示部と、
　前記表示部に待受画面が表示された状態で、前記操作部の操作により文字入力が行われ
た場合に、前記文字入力アプリケーションを前記表示部に表示させる制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記文字入力アプリケーションの複数の前記文字入力画面のうちの選択
された文字入力画面に文字入力された文字が入力された状態で、当該文字入力画面を表示
させる文字入力装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記表示部に表示される前記文字入力アプリケーションに基づく文字入
力画面中の文字入力領域に前記操作部の操作により入力された入力文字を表示させる請求
項１記載の文字入力装置。
【請求項３】
　前記操作部は、複数の種別の文字が割り当てられており、
　前記制御部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーションの種別に応じて、前
記入力文字の種別を変更する請求項２記載の文字入力装置。
【請求項４】
　前記複数の種別の文字は、平仮名文字、英字、数字の少なくとも２つを含む請求項３記
載の文字入力装置。
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【請求項５】
　前記制御部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーションがメール作成用のア
プリケーションである場合は、前記入力文字として前記操作部の操作により入力された平
仮名文字を前記表示部に表示されているメール作成用の文字入力画面中の文字入力領域に
表示させる請求項３又は４記載の文字入力装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーションが所定の情報を閲覧
するブラウザである場合は、前記入力文字として前記操作部の操作により入力された英字
を前記表示部に表示されているブラウザの文字入力画面中の文字入力領域に表示させる請
求項３又は４記載の文字入力装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーションがダイヤル入力アプ
リケーションである場合は、前記入力文字として前記操作部の操作により入力された数字
を前記表示部に表示されているダイヤル入力用の文字入力画面中の文字入力領域に表示さ
せる請求項３又は４記載の文字入力装置。
【請求項８】
　異なる文字入力アプリケーションを複数有する第１記憶部と、
　前記複数の文字入力アプリケーションのうちのいずれかが指定されることにより予め定
められた文字入力アプリケーションとして記憶する第２記憶部を備え、
　前記制御部は、前記第２記憶部に記憶された文字入力アプリケーションに基づく文字入
力画面を前記表示部に表示させる請求項１から７のいずれか一項に記載の文字入力装置。
【請求項９】
　前記文字入力アプリケーションは複数の文字入力画面を有し、
　前記複数の文字入力画面のうち、指定された文字入力画面を記憶する第３記憶部を備え
、
　前記制御部は、前記第３記憶部に記憶された文字入力画面を前記表示部に表示させる請
求項１から７のいずれか一項に記載の文字入力装置。
【請求項１０】
　異なる文字入力アプリケーションを複数有する第１記憶部を備え、
　前記制御部は、前記第１記憶部に記憶されている前記複数の文字入力アプリケーション
のうち一の文字入力アプリケーションを選択するための画面を前記表示部に表示させ、前
記操作部により選択された文字入力アプリケーションに基づく文字入力画面を前記表示部
に表示させる請求項１から７いずれか一項に記載の文字入力装置。
【請求項１１】
　前記文字入力アプリケーションは、複数の文字入力画面を有し、
　前記制御部は、前記複数の文字入力画面のうち一の文字入力画面を選択するための画面
を前記表示部に表示させ、前記操作部により選択された文字入力画面を前記表示部に表示
させる請求項１から７いずれか一項に記載の文字入力装置。
【請求項１２】
　請求項１から１１いずれか一項に記載の文字入力装置を備える携帯電子機器。
【請求項１３】
　文字入力を行う操作ステップと、
　表示部に待受画面が表示されている状態において、文字入力が行われると、入力された
入力文字を入力させた状態で、文字入力アプリケーションの複数の文字入力画面のうちの
選択された文字入力画面を表示する表示ステップと、を有する文字入力方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、文字入力装置、携帯電子機器及び文字入力方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　周知のように、携帯電話機やＰＨＳ端末等の携帯電子機器には、メール及びテキストメ
モ等の文字入力することができるアプリケーション（文字入力アプリケーション）が搭載
されており、待受画面等から上下左右キー、テンキー、決定キー及び各種機能キーを数回
操作することにより文字入力アプリケーションを起動し、文字の入力を実行することが出
来る。
【０００３】
　例えば、下記非特許文献１（京セラ株式会社製の携帯電話機（型番：Ｗ５１Ｋ）の取扱
説明書のｐｄｆファイル）には、携帯電話機の待受画面の表示時に、メールキーを押下す
ることによりＥメールメニュー画面を表示し、さらにＥメールメニュー画面から新規作成
メニューを選択することにより送信メール作成画面を表示し、この送信メール作成画面か
ら宛先メニュー、件名メニュー、または本文メニューを選択することにより文字を入力す
る為の画面を表示する携帯電話機の操作方法が開示されている。
【０００４】
　また、下記特許文献１には、所定テンキーが所定回数連続押下されることにより、事前
に割り当てられたメール等の所定の機能を起動することが出来る携帯電話端末が開示され
ている。
【非特許文献１】インターネット＜URL:http://www.au.kddi.com/torisetsu/pdf/w51k/w5
1k_torisetsu.pdf＞、Ｐ１１７
【特許文献１】特開２００６－１８６７１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで上記従来技術では、所定の文字入力アプリケーションを起動して文字の入力を
実行するまでには、所定のキー操作を数回行わなければならない。例えば、携帯電話機で
あれば、ユーザはＥメールに本文の入力を行うまでに、数回のキー操作によりＥメール作
成画面を表示し、その上で本文メニューを選択することにより本文入力画面を表示し、本
文入力を表示した状態において所定のテンキーを押下することより本文入力画面に対して
文字を入力する。
【０００６】
　本発明は、上述した事情を鑑みたものであり、所定のキー操作を数回行うことなく、文
字入力アプリケーションを起動して文字の入力を実行することが出来る文字入力装置、携
帯電子機器及び文字入力方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、文字入力装置は、文字入力を行うための操作部と、文字入
力画面を複数含む文字入力アプリケーションを表示する表示部と、前記表示部に待受画面
が表示された状態で、前記操作部の操作により文字入力が行われた場合に、前記文字入力
アプリケーションを前記表示部に表示させる制御部と、を備え、前記制御部は、前記文字
入力アプリケーションの複数の前記文字入力画面のうちの選択された文字入力画面に文字
入力された文字が入力された状態で、当該文字入力画面を表示させる構成である。
 
【０００８】
　文字入力装置では、前記制御部は、前記表示部に表示される前記文字入力アプリケーシ
ョンに基づく文字入力画面中の文字入力領域に前記操作部の操作により入力された入力文
字を表示させることが好ましい。
【０００９】
　文字入力装置では、前記操作部は、複数の種別の文字が割り当てられており、前記制御
部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーションの種別に応じて、前記入力文字
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の種別を変更することが好ましい。
【００１０】
　文字入力装置では、前記複数の種別の文字は、平仮名文字、英字、数字の少なくとも２
つを含むことが好ましい。
【００１１】
　文字入力装置では、前記制御部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーション
がメール作成用のアプリケーションである場合は、前記入力文字として前記操作部の操作
により入力された平仮名文字を前記表示部に表示されているメール作成用の文字入力画面
中の文字入力領域に表示させることが好ましい。
【００１２】
　文字入力装置では、前記制御部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーション
が所定の情報を閲覧するブラウザである場合は、前記入力文字として前記操作部の操作に
より入力された英字を前記表示部に表示されているブラウザの文字入力画面中の文字入力
領域に表示させることが好ましい。
【００１３】
　文字入力装置では、前記制御部は、前記表示部に表示される文字入力アプリケーション
がダイヤル入力アプリケーションである場合は、前記入力文字として前記操作部の操作に
より入力された数字を前記表示部に表示されているダイヤル入力用の文字入力画面中の文
字入力領域に表示させることが好ましい。
【００１４】
　文字入力装置では、異なる文字入力アプリケーションを複数有する第１記憶部と、前記
複数の文字入力アプリケーションのうちのいずれかが指定されることにより前記予め定め
られた文字入力アプリケーションとして記憶する第２記憶部を備え、前記制御部は、前記
第２記憶部に記憶された文字入力アプリケーションに基づく文字入力画面を前記表示部に
表示させることが好ましい。
【００１５】
　文字入力装置では、前記文字入力アプリケーションは複数の文字入力画面を有し、前記
複数の文字入力画面のうち、指定された文字入力画面を記憶する第３記憶部を備え、前記
制御部は、前記第３記憶部に記憶された文字入力画面を前記表示部に表示させることが好
ましい。
【００１６】
　文字入力装置では、異なる文字入力アプリケーションを複数有する第１記憶部を備え、
前記制御部は、前記第１記憶部に記憶されている前記複数の文字入力アプリケーションの
うち一の文字入力アプリケーションを選択するための画面を前記表示部に表示させ、前記
操作部により選択された文字入力アプリケーションに基づく文字入力画面を前記表示部に
表示させることが好ましい。
【００１７】
　文字入力装置では、前記文字入力アプリケーションは、複数の文字入力画面を有し、前
記制御部は、前記複数の文字入力画面のうち一の文字入力画面を選択するための画面を前
記表示部に表示させ、前記操作部により選択された文字入力画面を前記表示部に表示させ
ることが好ましい。
　また、上記目的を達成するために、携帯電子機器は、上記文字入力装置を備える。
　また、上記目的を達成するために、文字入力を行う操作ステップと、表示部に待受画面
が表示されている状態において、文字入力が行われると、入力された入力文字を入力させ
た状態で、文字入力アプリケーションの複数の文字入力画面のうちの選択された文字入力
画面を表示する表示ステップと、を有する構成である。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、表示部が文字入力アプリケーションを表示していない状態において、
操作部が文字入力の操作指示を受け付けると制御部が、文字入力アプリケーションを表示
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部に表示させると共に表示部の文字入力アプリケーションに入力文字を表示させる為、数
回におよぶ所定のキー操作をすることなく、文字入力アプリケーションを起動して文字の
入力を実行することが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して、本発明の一実施形態について説明する。本実施形態は、本発明
を文字入力装置の１つであるＰＨＳ（Personal Handy-phone System）端末に適用したも
のである。
【００２０】
　図１は、本実施形態におけるＰＨＳ端末Ａの外観構成を示す斜視図である。
　この図１に示すように、本ＰＨＳ端末Ａは、表示側本体１と操作側本体２とがヒンジ構
造３によって連結された折りたたみ形式のものである。表示側本体１は、表示側筐体４及
び当該表示側筐体４の一面に設けられた表示部５等から構成され、表示側筐体４において
ヒンジ構造３から離間した部位には受話口６が形成されている。一方、操作側本体２は、
操作側筐体７及び当該操作側筐体７の一面に設けられた操作部８等から構成され、操作側
筐体７においてヒンジ構造３から離間した部位には送話口９が形成されている。
【００２１】
　次に、図２に示す機能ブロック図を参照して、本ＰＨＳ端末Ａの要部機能構成を説明す
る。なお、図２では、上記図１に示した構成要素と同一の構成要素には同一符号を付して
いる。
【００２２】
　本ＰＨＳ端末Ａは、図２に示すように、表示部５、操作部８、通信部１０、記憶部１１
及び制御部１２から構成される。また、この記憶部１１は、文字入力画面種類記憶領域１
１ａ及び入力文字記憶領域１１ｂを備えている。
【００２３】
　表示部５は、例えば液晶ディスプレイまたは有機ＥＬ（Electronic Luminescent）ディ
スプレイ等であり、制御部１２から入力される画像信号に基づいて画像や文字からなる各
種画面を表示する。この表示部５に表示される画面の１つには、メールやテキストメモ等
の文字入力アプリケーションが有する文字入力画面がある。
【００２４】
　操作部８は、電源キー、テンキーや各種の機能キーから構成されており、ユーザによる
各種の操作指示を受け付けて制御部１２に出力する。表示部５が所定の文字入力画面を表
示している時に、操作部８のテンキーが受け付ける文字入力の操作指示に基づいて、制御
部１２は記憶部１１の入力文字記憶領域１１ｂに入力文字を記憶させると共に入力された
文字を表示部５の文字入力画面に表示させる。
　通信部１０は、制御部１２による制御の下、基地局（図示略）と音声信号、制御信号及
びデータ信号等の各種信号の送受信を行う。
【００２５】
　記憶部１１は、ＲＯＭ（Read Only Memory）及びＲＡＭ（Random Access Memory）から
構成されている。ＲＯＭは、制御部１２が実行する所定の制御プログラムを記憶し、ＲＡ
Ｍは、制御部１２が制御プログラムを実行するときのワークエリアである。また、ＲＯＭ
の一部領域は文字入力画面種類記憶領域１１ａに割り当てられ、文字入力の操作指示に基
づいて表示部５が表示する文字入力アプリケーションの文字入力画面の種類を記憶する。
ＲＡＭの一部領域は入力文字記憶領域１１ｂに割り当てられ、文字入力の操作指示に基づ
いて入力文字を記憶する。
【００２６】
　制御部１２は、記憶部１１のＲＯＭに予め記憶された所定の制御プログラム、操作部８
が受け付けた各種の操作指示及び通信部１０から入力される各種信号に基づいて、ＰＨＳ
端末Ａの全体動作を統括して制御する。この制御部１２の制御処理の詳細については、以
下にＰＨＳ端末Ａの動作として説明する。
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【００２７】
　次に、このように構成された本ＰＨＳ端末Ａの要部動作について説明する。
　図３は、本ＰＨＳ端末Ａにおける文字入力アプリケーションが有する文字入力画面の表
示及び文字入力処理を示すフローチャートである。
【００２８】
　本ＰＨＳ端末Ａにおいて表示部５に所望の文字入力アプリケーションの文字入力画面を
表示させると共にこの文字入力画面に所望の文字を入力する場合、ユーザは、待受画面が
表示部５に表示されている状態において操作部８の入力したい文字に対応するテンキーを
押下することによって、予め文字入力画面種類記憶領域１１ａが記憶している文字入力画
の種類に基づいて、表示部５に表示させたい文字入力画面を表示させると共に表示部５の
文字入力画面に所望の文字を表示させる。
【００２９】
　まず、ユーザが本ＰＨＳ端末Ａの操作部８のテンキーを押下する。
　制御部１２は、操作部８のテンキーが押下されたか否かを判断し（ステップＳ１）、こ
の判断が「Ｎｏ」の場合は、操作部８のテンキーが押下されるまで待機し、上記判断が「
Ｙｅｓ」の場合には、表示部５が待受画面を表示しているか否かを判断する（ステップＳ
２）。そして、制御部１２は、このステップＳ２の判断が「Ｎｏ」の場合には、表示部５
が表示している画面に応じた処理を行い（ステップＳ３）、一方、ステップＳ２の判断が
「Ｙｅｓ」の場合は、文字入力画面種類記憶領域１１ａに予め記憶されている文字入力画
の種類に基づいて、当該種類の文字入力画面を有する文字入力アプリケーションを起動し
、当該種類の文字入力画面を表示部５に表示させる（ステップＳ４）。
【００３０】
　すなわち、上記ステップＳ４において制御部１２は、例えば予め文字入力画面種類記憶
領域１１ａにＥメールの本文入力画面が記憶されている場合には、Ｅメールアプリケーシ
ョンを起動し、このＥメールアプリケーションが有する本文入力画面を表示部５に表示さ
せる。
【００３１】
　そして、制御部１２は、ユーザによって押下されたテンキーに対応する入力文字を入力
文字記憶領域１１ｂに記憶させると共に入力文字を表示部５の文字入力画面に表示させる
（ステップＳ５）。
【００３２】
　例えば、ユーザによる「３」キーの押下によって、ステップＳ４としてＥメールの本文
入力画面が表示した場合には、ステップＳ５において制御部１２は、「３」キーに対応す
る文字として「さ」を入力文字記憶領域１１ｂに記憶させると共に「さ」を表示部５のＥ
メールの本文入力画面に表示させる。
　図４は、表示部５が表示する文字入力画面の一例を示す模式図である。なお、ステップ
Ｓ５において文字入力画面に表示される文字は、未確定の文字である。
【００３３】
　次に、上記処理の変形例について、図５及び図６を参照して説明する。図５は、変形例
に係る文字入力アプリケーションが有する文字入力画面の表示及び文字入力処理を示すフ
ローチャートであり、図６は表示部５が表示する入力先選択画面の一例を示す模式図であ
る。
【００３４】
　まず、ユーザが本ＰＨＳ端末Ａの操作部８のテンキーを押下する。
　制御部１２は、操作部８のテンキーが押下されたか否か判定し（ステップＳ６）、この
判断が「Ｎｏ」の場合は、操作部８のテンキーが押下されるまで待機し、上記判断が「Ｙ
ｅｓ」の場合には、表示部５が待受画面を表示しているか否かを判断する（ステップＳ７
）。
【００３５】
　そして制御部１２は、このステップＳ７の判断が「Ｎｏ」の場合には、表示部５が表示
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している画面に応じた処理を行い（ステップＳ８）、一方、ステップＳ７の判断が「Ｙｅ
ｓ」の場合は、図６に示す入力先選択画面を表示部５に表示させる（ステップＳ９）。こ
の入力先選択画面は、文字の入力先となる文字入力アプリケーションの文字入力画面を選
択させるための画面である。
【００３６】
　制御部は、操作部８の決定キー押下による所望の文字入力画面の選択指示があったか否
か判定し（ステップＳ１０）、この判断が「Ｎｏ」の場合は、選択指示があるまで待機し
、上記判断が「Ｙｅｓ」の場合には、選択された所望の文字入力画面を有する文字入力ア
プリケーションを起動し、当該所望の文字入力画面を表示部に表示させる（ステップＳ１
１）。
【００３７】
　例えば、入力先選択画面の「Ｅメール本文入力画面」が選択された場合は、ステップＳ
１１として制御部１２は、Ｅメールアプリケーションを起動し、このＥメールアプリケー
ションが有する本文入力画面を表示部５に表示させる。
【００３８】
　そして、制御部１２は、ユーザによって押下されたテンキーに対応する入力文字を入力
文字記憶領域１１ｂに記憶させると共に入力文字を表示部５の文字入力画面に表示させる
（ステップＳ１２）。
【００３９】
　以上説明したように、本実施形態によれば、制御部１２は、表示部５が待受画面を表示
している状態において、操作部８のテンキーが文字入力の操作指示を受け付けると、文字
入力プリケーションを起動し、表示部５に文字入力アプリケーションが有する文字入力画
面を表示させると共に表示部５の文字入力画面に入力された文字を表示させる為、待受画
面から数回におよぶ所定のキー操作をすることなく、文字入力アプリケーションを起動し
て文字の入力を実行することが出来る。
【００４０】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は上記実施形態に限定されるこ
となく、例えば以下のような変形が考えられる。
（１）上記実施形態は、ＰＨＳ端末に関するものであるが、本発明はこれに限定されない
。
　例えば、携帯電話機及びパーソナルコンピュータ等の文字入力アプリケーションを有す
るものであれば、本発明を適用することが可能である。
【００４１】
（２）上記実施形態は、表示部５にＥメールの本文入力画面を表示させることについて説
明したが、本発明はこれに限定されない。
　Ｅメールの宛先入力画面、Ｅメールの件名入力画面、ブラウザにＵＲＬ入力画面、ブラ
ウザの検索条件入力画面、ダイヤル入力画面、及びテキストメモ入力画面を所望の文字入
力画面として表示させてもよい。
【００４２】
（３）上記実施形態は、表示部５のＥメールの本文入力画面に押下されたテンキーに対応
する平仮名を表示させることについて説明したが、本発明はこれに限定されない。
　例えば、表示部５がＥメールの宛先入力画面を表示する場合は、押下されたテンキーに
対応する英字を表示させてもよい。またダイヤル入力画面を表示させる場合は、押下され
たテンキーに対応する数字を表示させてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】本発明の一実施形態に係るＰＨＳ端末Ａの外観を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るＰＨＳ端末Ａの機能ブロック図である。。
【図３】本発明の一実施形態に係るＰＨＳ端末Ａにおける文字入力アプリケーションが有
する文字入力画面の表示及び文字入力処理を示すフローチャートである。
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【図４】本発明の一実施形態に係るＰＨＳ端末Ａの表示部５が表示する文字入力画面の一
例を示す模式図である。
【図５】本発明の一実施形態に係るＰＨＳ端末Ａにおけるにおける文字入力アプリケーシ
ョンが有する文字入力画面の表示及び文字入力処理の変形例を示すフローチャートである
。
【図６】本発明の一実施形態に係るＰＨＳ端末Ａの表示部５が表示する入力先選択画面の
一例を示す模式図である。
【符号の説明】
【００４４】
　Ａ…ＰＨＳ端末、１…表示側本体、２…操作側本体、３…ヒンジ構造、４…表示側筐体
、５…表示部、６…受話口、７…操作側筐体、８…操作部、９…送話口、１０…通信部、
１１…記憶部、１１ａ…文字入力画面種類記憶領域、１１ｂ…入力文字記憶領域、１２…
制御部

【図１】 【図２】
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